
日エクアドル首脳会談：共同声明（骨子） 

 ２０１８年の日エクアドル外交関係樹立１００周年を機に，二国間関係強化を更に発展させていくこと
で一致。本年８月の河野大臣による初のエクアドル訪問を歓迎。 

 モレノ大統領の政治・経済改革の取組への支持を表明。エクアドル側はビジネス環境を改善。 
 エクアドルへの日本企業の進出，両国間の貿易・投資促進を積極的に支援。 

→①租税条約の実質合意を歓迎，②貿易保険の完全な再開を歓迎，③地デジ・情報通信（ＩＣＴ）分野
における協力覚書の署名を歓迎， ④カカオ豆の対日輸出促進のための日本の技術ミッションの派遣
を歓迎。 

 約２０年ぶりの有償資金協力の供与を歓迎。 
→①「電源構成転換促進支援計画」 （送配電網の整備等）の交換公文（E/N）署名（上限７，０００万ド
ル） ，②チャチンビロにおける地熱発電所計画の協力準備調査の進展。  

 防災分野の日本の協力への謝意（合計４７０万ドルの無償資金協力）。 

 文化，観光，研究・教育，スポーツ等の分野での交流の深化に向けて協力。エクアドル国民に対する
査証発給要件の緩和による人的往来の促進。                        

◆二国間関係◆ 

 両国は太平洋を挟んだ隣国。法の支配に基づく自由で開かれた海洋秩序は，国際社会の平和と繁
栄の礎であると確認。航行及び上空飛行の自由，自制，非軍事化並びに紛争の平和的解決の重要
性を強調。 

 北朝鮮問題に関し，北朝鮮による全ての大量破壊兵器及び全ての弾道ミサイルの完全な，検証可能
な，かつ不可逆的な廃棄の実現へのコミットメントを再確認。関連安保理決議の完全な履行を再確認。
拉致問題の即時解決の重要性を強調。 

 エスピノサ前外相の第７３回国連総会議長選出に祝意を表明。国連における緊密な協力。 
 核軍縮・不拡散，気候変動を含む地球規模の課題に取り組むための協力の強化。                                                

◆国際場裡における協力◆ 

２０１８年９月 外務省南米課 


